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境港市定例教育委員会（令和６年１０月２９日委員会会議録） 

 

招集年月日 令和６年１０月２９日 １５時３０分                 

 

招集場所  境港市役所 第一会議室                      

 

開  会  １５時３０分 教育長宣言                     

 

教育委員会 教育長 山本 淳一                        

      委 員（職務代理者） 中田 耕治                 

      委 員 十河 淳  渡邉 不二子  大部 由美           

 

教育長から説明のため出席を求められた者                    

      教育総務課長          角   純 也          

      生涯学習課長          北 野 瑞 拡          

      教育総務課主査         柳 楽 力 人          

      教育総務課長補佐兼指導係長   築 谷 健 作          

      教育総務課長補佐兼管理係長   角 本   豪          

 

傍聴者数  なし                               

 

会議書記  教育総務課長補佐兼管理係長   角 本   豪          

 

提出議案  なし                               

 

協議事項  なし                               

 

報告事項  １０月の行事報告、１１月の行事予定                

      境港市民図書館の利用状況について                 
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【１．開会】 

山本教育長      皆様お揃いのようなのでただいまから１０月の定例教育委員

会を始めます。 

 

【２．前回議事録承認】 

 

【３．議事】 

山本教育長      本日は議決事項、協議事項ともありませんので、進行は事務

局の方でお願いします。 

 

【４．報告事項】 

事務局        それでは、報告事項・行事予定について、教育総務課、生涯

学習課からお願いします。 

 

《教育総務課 生涯学習課 行事等報告》 

※柳楽主査より 小学校運動会、西部地区秋季総体、連合科学作品展、就学時健診、

中Ｐ連教育を語る会、小Ｐ連教育懇談会、西部地区駅伝、子ども

が伸びる授業づくりプロジェクト研究大会、連合音楽会、中学校

文化祭、境港市中文祭、小学校学習発表会、芸術鑑賞教室、市小

教研研究発表会等について説明 

 北野課長より 境港市トンド保存会総会、公民館まつり、決算審査特別委員会、全

国（中国・四国）公民館研究大会、ねんりんピックはばたけ鳥取

2024・境港市交流大会、高校駅伝大会、境港市表彰式、Sea 級グ

ルメ全国大会 in境港、境港市公民館活動研究大会、指定管理者選

定委員会、境港市青少年意見発表会、第２回みんなで、つくる境

港市民音楽祭、第８回地域学校協働推進フォーラム、境港文化の

つどい等について説明 

《図書館 利用状況等報告》 

 ※資料配布 

 

事務局        ただいまの行事報告・行事予定等について質問等ありますで

しょうか。 

 

山本教育長      文化ホールが、まだ外構が少し残っていますが、大方改修が

終わりまして、１１月１日に議会向けの内見をしようと、北野

課長に計画してもらっています。ご都合がつけば委員の皆さん

にも参加してもらってよいのでしょうか。 



－ ３ － 

 

北野課長       そちらは議会を対象としているので、委員さんにはまた改め

て、次回の定例教育委員会の後でもよいですし、内見していた

だけたらと思います。 

 

山本教育長      私もまだ内側は見ていないのですが、外観が以前より開けた

雰囲気になっています。 

 また、ねんりんピックが開催されまして、報道などでもあり

ましたが、参加人数が５４万人ということでした。鳥取県民が

５３万人ですから、それより多いです。たくさんの人に来てい

ただいて、お土産もたくさん購入していただきました。鬼太郎

せんべいなどのお菓子が、準備分が足りなくなって、急いでお

店から追加で持ってきていただいたり、郵便局も総出で配送業

務を行ったりと、すごかったです。また、子どもたちが作った

のぼり旗がとても好評で、北野課長からも、感謝状を贈りたい

という話を聞きました。みんなで一生懸命それぞれのまちを調

べて、そこの特産品を描くなどしてオンリーワンののぼり旗を

作ってくれました。埼玉の方などは持って帰ってみんなに自慢

しますというような言葉を残してくださいました。今度の校長

会で、みんなで盛り立ててくれてありがとうということで、各

学校にねんりんピックのメダルを配布して、子どもたちに見せ

てやってくださいとお伝えしようと思います。ねんりんピック

は６０歳以上の方の大会でしたけれど、みんなでつくって、あ

たたかい、おもてなしに満ち溢れた大会だったというお言葉を

いただきました。市長自らかに汁を作られたりもされていたの

で、本当によかったと思います。 

 

事務局        そのほかいかがでしょうか。 

 

十河委員       現在小学校で、トイレの改修工事が行われています。小Ｐ連

の教育懇談会で何年も前からお願いしていたことがようやく実

現して、とてもうれしく思っています。私は渡小学校のあいさ

つ運動に参加するなど、いろいろな場面で朝に学校へ行くので

すが、工事業者が現場に入る時間が、児童の通学の時間帯と被

っていて、安全が確保できていないのではないかと思っていま

す。業者の車が通るから子どもたちにどくように声をかけられ

たりされているようです。業者さんが現場に入る時間を３０分



－ ４ － 

ずらすなどして、児童の登校時間を避けていただきたいという

のが正直な気持ちです。渡小学校の場合は雨が降ると保護者さ

んが自家用車で送って来られることもあるので、自家用車で混

雑して、そこに工事車両も入ってくるというような状況で、な

かなか安全が確保できないのではないかと思っているところで

す。夏休みなど学校休業期間中に工事が終わってしまうのが一

番だったとは思うのですが、いつぐらいまで続くのかもお伺い

したいです。 

 

角本補佐       トイレ改修工事につきましては、週１回業者との定例会を行

っているのですが、その中でそのような話がなく、把握してい

ませんでした。今後、外江小学校では第２期の工事があります

し、来年も残りの小学校で工事がありますので、また定例会で

話をします。時間帯をずらすようにという話はしていたのです

が、そういうことがあったということで、また改めて話をしよ

うと思います。 

 

十河委員       子どもたちが登校してくるときに工事の業者さんも一斉に入

ってくるような状況です。外江小学校の場合は、登校時の入り

口と業者さんの入り口が違ったり、そもそも通行止めになって

いたりするので、配慮して入ってくるのだと思いますが、渡小

学校の場合は入り口が同じでものすごく混雑しますし、狭くて、

子どもたちを待たせて車両が入ってくるという状況で、朝、少

し心配かなというところがあります。 

 

角本補佐       わかりました。また今後も気を付けていきます。ありがとう

ございます。 

 

事務局        そのほかいかがでしょうか。 

 

中田委員       言っていいのかわからないのですが、小Ｐ連の教育懇談会、

中Ｐ連の教育を語る会について、もうそろそろ内容について考

えないといけないのではないかという印象を受けました。どこ

か形骸化してしまっているような、小Ｐ連、中Ｐ連、それから

教育委員会、市、どこも責任がないような受け答えに感じてし

まいました。ＰＴＡは学校の代弁者的なところで、通り一遍な

内容がメインになってしまっており、教育委員会もまたそうい
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ったわかりきったことで回答して、それを読み上げて終わりと

なっています。あれだけの人数の方に集まっていただいている

ので、来てよかったと思っていただける会になるといいと思い

ます。何か話が聞けるとか、話ができるとか、そういったこと

ができる場であったら、もっと生きてくる会になるのにもった

いないなと感じています。一度コロナ禍で中断されて再開した

ばかりで、どんなことをやっていたか確認するところからの始

まりなので、なおさら現状のような内容になってしまうのかも

しれません。内容について再検討するにしても、本来は主催で

ある小Ｐ連、中Ｐ連が進めるべきところだとは思いますが、な

かなか難しいのではないかと思います。それならば、教育委員

会のほうから相談して、今後の在り方を考えていただけたらと

思いますが、いかがでしょうか。 

 

角課長        以前ＰＴＡ会長を務めたことがあります。小Ｐ連、中Ｐ連の

会長は毎年持ち回りで変わるので、２年連続で同じ人が務める

ということがなく、しかも、５月か６月に総会を開催して、そ

こから８月末くらいまでに全体をとりまとめて要望を出すとい

う結構タイトなスケジュールです。そのため、どうしても前年

と同じような内容になってしまいます。今年もやはり、昨年と

ほとんど同じような要望がかなりあり、そうなると、教育委員

会のほうも同じ回答をするようなことになってしまいます。そ

のため、もう少しやり方を変えてもらったりしたほうがいいの

かなと思います。 

 

中田委員       ただ、先ほど言ったように、小Ｐ連、中Ｐ連に会の内容の再

検討をお願いしますと言っても、なかなか難しいのではないか

と思います。小Ｐ連、中Ｐ連と学校が教育委員会にお願いした

いことを要望として出して、それに対して教育委員会が答える

という形式上、立場的にはやはり弱いということになってしま

いますし、毎年人が変わっているために、どうしても過去のや

り方を踏襲して、その年がうまくまとまってくれたらいいなと

いう風になりがちだと思います。そういったことで、出席させ

ていただいても、形骸化してしまっているという印象を受けて

しまうのだと思います。繰り返しになりますが、せっかく夜の

時間に都合をつけて皆様に集まっていただいているのですから、

出席してよかったなと思ってもらえるような会ができたら、本
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当の意味での教育懇談会、教育を語る会ということになるだろ

うと思います。現在は、文書でやり取りするような、事前に出

された要望についての回答を読み上げるだけになっていて、特

に今回は、回答に対しての意見が出てこなかったという場面が

ありました。やはり会の中で意思疎通できていないような状態

があって、それが形骸化につながっているのかと思います。 

 

北野課長       以前、小Ｐ連も中Ｐ連もどちらもしっかり関わらせていただ

いたのですが、以前は、要望に対する回答を持ち帰って各学校

のＰＴＡで議論する場があって、さらにすり合わせることをし

ていたと思います。小Ｐ連ではそのやり方が少し残っているの

で、おそらく教育懇談会でも質問がいろいろと出てきていたの

だと思います。中Ｐ連の場合も以前は要望に対する回答を各中

学校で持ち帰って議論していたというのがあるので、やはり回

答を早めに返してもらって、各中学校のＰＴＡで議論するなり、

話を膨らませる時間が必要かなと思いました。やはり、回答に

対してどういう意見があるかという、もうワンアクションが欲

しかったなと、少し残念に思いました。せっかくあれだけの方

が、ＰＴＡも市も教育委員会も皆さん集まってもらう場はそう

そうないので、貴重な場だと思います。同じ要望を言い続ける

のも、今回そのおかげでトイレ改修が実現したように、必要な

ことだと思うのですが、やはり議論して意見を膨らませるよう

な、もうワンアクションが欲しかったというのが正直なところ

です。 

 

山本教育長      今すぐにいい手立ては思いつかないですが、確かに、せっか

くの集まる機会を実りの深いものにできずに終わっているのか

もしれません。コロナ禍の後やっと会えるようになったのに、

会える目的を達成できないというか、文書だけデータで送って

読めばいいような内容になってしまっている気がします。会う

ということを前提に、やり取りができるような仕組みを一緒に

考えませんかというようなスタンスで、教育委員会から小Ｐ連、

中Ｐ連に、提案の形で話を持って行ってみます。市長に来ても

らって意見を直接届けられる機会というのはすごく貴重なので、

要望ももちろん大切ですし、ぜひ中身を濃いものにしたいとい

うようなコンセプトで話をしてみたいと思います。主催の小Ｐ

連、中Ｐ連に投げっぱなしで任せしまって、要望が昨年と同じ
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だと思いながらも、結局同じように回答して終わりにしてしま

っていた部分もあったかもしれません。それではもったいない

ので、出席してよかったと思える会にもっとできたらいいと思

います。 

 

渡邉委員       中Ｐ連の教育を語る会しか出席していないのですが、要望に

対する回答を出す時期がもしかしたら遅いのではないかと思い

ました。もう少し早く出せれば、ＰＴＡ側で再度議論する期間

がとれるのかもしれません。 

 

大部委員       要望に対する回答を作成するのにも結構時間がかかるのでは

ないかと思いますが、どれくらいかかるものなのでしょうか。

中Ｐ連の教育を語る会では、要望に対する回答を出したうえで

再度やりとりをした結果どうなっているかを話すのかと思って

いたのですが、要望に対する回答の資料の内容をそのまま読み

上げるだけだったので、その後どういう経緯で物事が進んでい

くのかが見えないかなと思いました。 

 私からも一ついいでしょうか。小Ｐ連の教育懇談会で、児童

の机の修繕について要望が出ていました。昨年も同じ要望が出

ていたのに、強いプッシュはありませんでした。もう机の修繕

はいいのかなとか、毎年痛みが積みあがっていくのに解決しな

くてもいいのかなとか、優先順位はどうなのかとか、いろいろ

思いました。それで結局、口頭で言われたのは連合体育大会に

参加する際にバスを出してほしいという要望でした。個人的に

はせっかく交通安全教室で自転車の乗り方を教えて、市内で自

転車に乗れるようになったのだから、教育の一環として自転車

で行ったらいいのではと思ったのですが、そういう話にはなら

ずに、配慮やケアが必要という話が出て、でもお金の話をする

とそこまでしてもらわなくてもいいですみたいな空気になって

終わってしまっていました。そうなるのは、問題の定義の仕方

が間違っているのではないかと思いました。重要事項があって、

それを子どもたちのためにどのように実現していくのか、とい

うのが全然見えない会議になってしまっていると思いました。 

 

山本教育長      小Ｐ連、中Ｐ連の会長さんだけに任せず、教育委員会の中で

事務局的なところが必要なのかもしれません。会長さんは毎年

持ち回りで務めるので、教育委員会と何度もやりとりをして深
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めていくということが難しく、毎年手探りで進める状況になっ

てしまうと思います。教育委員会の回答をただ読み上げるだけ

では、参加した甲斐がないと思いますので、例えばグループで

話し合う、教育委員にも入ってもらって、立場の違いから、そ

れぞれが思いをぶつけあうようなところをつくるとか、何か変

更が必要なのだと思います。 

 

中田委員       話をするというより、やはり言葉にして出すということがそ

れぞれ参加していただいた皆さんにもあると、参加したという

実感があると思います。それ以前の問題として、ＰＴＡと学校

とでどれだけ話をしているのかというところが気になります。

教育懇談会や教育を語る会は毎年のように開催されているので

すが、それに向けて要望を出すにあたり、ＰＴＡと学校とでの

やり取りがどれくらいできているのでしょうか。開催の案内が

来てからのやり取りとなると、時間が限られてしまうので、去

年出した要望を今年も出しておけばいいというようなことにな

りかねないと思います。それでは教育懇談会や教育を語る会も

同じことの繰り返しになってしまうので、会を設営するにあた

っての根本的な話し合いがどのようになっているのだろうかと

思います。 

 

十河委員       小Ｐ連、中Ｐ連の中でも、それぞれ中学校や小学校の会長な

どが集まって、そこでの議論がやはり必要かと思います。 

 

大部委員       １年間で会長さんが変わられるのなら、自分の時はとりあえ

ずこの要望を挙げました、で終わっているかもしれません。 

 

十河委員       コミュニケーションがもう少し深まらないと、より前進した

ような形にはなっていかないかなというのはすごく感じました。

何か今までの形骸化した形ではなく、もっと前向きな何か改革

ができるような形にはなっていかないかもしれません。 

 

中田委員       そういった話ができるような場があれば、こんなのはどう思

いますかともっと投げかけていけるようになるのではないかな

と思います。ＰＴＡや学校から上がってくる言葉ばかりではな

くて、今、教育委員会でこういったことを考えているのですが

皆さんはどう思いますか、ということをどんどん投げていける
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ような、そんな場になってくるのだと思います。 

 

渡邉委員       教育委員会側も、要望に対して何か回答を出さないといけな

いけれど、そう間違ったことは言えないし、予算がかかること

だし、という風になっているのかもしれないと思います。先ほ

ど中田委員が言われていたように、回答は文書でやり取りでき

るなら文書回答で別に行って、会では他のことについて話し合

うという形でもいいのかもしれません。例えば議論を深められ

るようなＰＴＡの要望について考えるとか、学校で問題になっ

ていることについて議論してみるとかとなったらもう少し話が

変わってくるかもしれません。 

 

中田委員       児童、生徒さんたちの顔が見えてこないような教育懇談会、

教育を語る会になってしまっていると思います。 

 

山本教育長      市長が出席することで、教育委員会も違ったプレッシャーを

もっていると思います。だから迂闊な回答ができないと考えて、

それが形骸化を生む要因のひとつになってしまっているかもし

れません。教育の懇談を深めていくという、子どもを軸にした、

真ん中に置いた話し合いをしていくということから考えれば、

そういうことも含めて検討しないといけないかもしれません。 

 

中田委員       学校から教育委員会に問題を挙げて、教育委員会は県にとい

うような、問題の投げあいみたいな形になってしまうと、結論

が出るはずがないと思います。 

 

山本教育長      そうですね。やはり問題として挙がってきたものは、我々が

まず一番にしっかりと受け取っていかないといけないです。 

 

十河委員       今回教育長が、メディアについてのお話をされて、すごくい

いお話をされていたと思いますけれど、そのことについて保護

者さんもあれだけいらっしゃるので、どう思われますかと伺っ

てみるなど、もうワンアクションやり取りがあると、より深ま

るのではと思いました。 

 

大部委員       教育懇談会や教育を語る会は、本来そういう話をするところ

なのではないでしょうか。現在はハード面の要望がほとんどな
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ので、ハード面の要望は紙面でやりとりするとして、例えば不

登校が多くなっているのはなぜなのかとか、児童クラブの利用

希望者が増えているけれどどう運営していくのかとか、そうい

うことを話す場なのではないかと思います。 

 

山本教育長      喫緊の課題も、数年かけて取り組むような課題についても、

話し合う場が持てれば、またヒントをもらったり、他校の取り

組みを参考にしたりもできると思います。ハード面の要望も重

要ですが、先程おっしゃったようなソフト面について知恵を出

し合えたらいいなと思います。例えば私が話したメディアから

切り離す時間をもつことについても、ダメだからダメ、という

ことではなくて、家庭で１日１時間いろいろな話をする時間を

もつなどの納得できるようなアイディアを出し合うことが実は

今必要なのかもしれません。そういうことを、ハード面だけで

なく言える環境づくりを検討してみたいと思います。今後、学

校再編についてＰＴＡの役員会を回ることにしていますので、

そういう時に、教育懇談会や教育を語る会の流れについて形骸

化がみられるので、一緒になって考えていきませんかという話

を、柳楽主査にしてもらいます。どういう形に落ち着くのかは、

私もいいアイディアがすぐ出ませんが、出席してよかった、Ｐ

ＴＡの活動をしてよかった、いい話を聞かせてもらってよかっ

たという思いをもってもらわないといけないと思います。いい

意見をありがとうございます。 

 

事務局        そのほかいかがでしょうか（質問等なし）。 

次回日程確認。 

 

角課長        泉佐野市から境港市に、ＣＳと部活動の地域以降について視

察に来たいというお話がありまして、１１月２８日の１４時か

ら１６時くらいまで視察をしていただくことになりました。も

しその後の時間帯で定例教育委員会を行うようであれば、教育

委員さんにもぜひ出席していただけたらと先方がおっしゃられ

ています。名刺交換などの顔見せ程度で、少し雑談をする形に

なると思います。 

 

山本教育長      泉佐野市は泉州タオルを生産しておりまして、綿花つながり

ということで、てぬぐいひらひらにも出店していただいていま



－ １１ － 

す。特産品相互取扱協定を結んでおり、支えあったり交流をし

たりしています。そのつながりで泉佐野市から今回の視察の話

がありました。泉佐野市からは、教育長と教育委員会委員の皆

様、教育委員会事務局の方も来られるそうです。 

 

角課長        最大９人来られます。 

 

山本教育長      境港市は先行的に部活動の地域移行を行っています。またＣ

Ｓは中学校区ごとという、他ではあまり行っていない単位での

取り組み方式です。他のところではほとんどが各学校単位で行

っており、こういう仲間に巻き込むというような方法はすごく

珍しい方法です。境港市の取り組みをよく調べてくださってい

て、興味を持っていただいたようです。境港市は、伊平屋村の

ように一方的に交流を持たせていただいているところはありま

すが、国内の都市の中にあまり交流都市を持っていないので、

そういうところでまたつながりができたらいいなと思っていま

す。子どもたちが行き来するような学びの場所として、山陰の

海を知ろうとか、だんじりについて知ろうとか、交流できるよ

うになるといいなと夢が広がる思いがあります。委員の皆さん

にも、もし都合がよろしければ、定例教育委員会の日程を視察

の日に合わせていただいて、教育委員会同士で事前に交流がで

きればと考えています。詳細な計画はまだできていませんが、

意見交換というか、少しでもお話ができたらと思います。そう

いうつながりを向こうから言ってきてくださったので、ありが

たいなと思っています。 

（泉佐野市の視察日に次回日程を合わせることを確認。） 

次回の定例教育委員会の時間については公示の必要があります

ので後ほど決めてご連絡させていただきます。 

 

事務局        そのほかいかがでしょうか。 

 

角課長        給食費について報告があります。昨今の食材費の高騰などか

ら、給食費の改定を考えています。給食費の重要事項について

考えるにあたり、給食センター運営委員会に諮問をして答申を

いただく必要があります。そのため、先日運営委員会を開催し、

諮問書について委員の皆様から意見を伺いました。やはり現状

を委員の皆様もよくご存じのようで、値上げはやむなしという
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意見がほとんどでした。その中でいろいろと意見をいただきま

したので、いくつか紹介します。まず、今回値上げをするとし

て、今後さらに物価が高騰した時に、またすぐ値上げをすると

いうというのは避けたほうがいいのではという意見がありまし

た。それとは反対の考えになるかもしれませんが、何年かに１

度くらいは給食費の金額を見直したほうがいいという意見もあ

りました。これについては、平成２７年に給食センター方式に

してからずっと給食費の変更がなかったのもひとつ問題があっ

たのではないかとも教育委員会のほうでも考えていますので、

今後どのようにするかをこの機会に考えようと思っています。

また、運営員会では毎年必ず残菜の問題が挙がるのですが、給

食費を値上げするにあたって、残菜の問題に一層取り組む必要

があるという意見がありました。ほかにも、魚食の推進など境

港市が独自に取り組んで努力している部分をしっかりＰＲした

うえで値上げに踏み切るべきではという意見がありました。あ

とは、やはりどうしても保護者の負担が上がることになります

ので、保護者にしっかりと説明しないといけないという意見が

ありました。以上のような意見が委員の皆様から出ました。今

回、方向性について諮問させていただいたのですが、今後、運

営委員会から、諮問について出た意見をまとめて、どういった

方向で行くか答申していただきます。そのうえで、教育委員会

で新しい単価を最新の情報をもとに再度算出し、来年度に向け

て給食費について決めていこうと考えております。このことに

ついて、教育委員会委員の皆様にもご承知いただけたらと思い

ます。 

 

事務局        そのほかいかがでしょうか（質問等なし）。 

 

【５．閉会】 

山本教育長      それでは本日の定例教育委員会は閉会といたします。ありが

とうございました。 


